
 



 



 



 



 



   

監 

修 鹿
児
島
純
心
女
子

短
期
大
学
教
授

芳 

即
正 

題 

字 
 

鹿
児
島
市
長 

赤 

崎 

義 

則 



 



 



 

序 
 
 

文 

 

 

鹿
児
島
市
は
明
治
二
十
二
年(

一
八
八
九
年)

四
月
一
日
、
全
国
三
十
市
と
と
も
に
市
制
を

施
行
し
、
平
成
元
年
、
百
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
歴
史
的
な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

こ
の
間
、
桜
島
の
大
爆
発
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
る
空
襲
、
度
々
の
風
水
害
な
ど
、
数
多

く
の
困
難
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
人
の
郷
土
を
愛
す
る
情
熱
と
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に

よ
っ
て
、
わ
が
鹿
児
島
市
は
県
都
と
し
て
、
ま
た
南
九
州
の
中
核
都
市
と
し
て
大
き
く
発
展
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
歴
史
の
流
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
制
八
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
刊
行
い
た
し
ま
し

た
「
鹿
児
島
市
史(

全
三
巻)

」
に
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
後
、
今
日
ま
で
の

二
十
年
間
に
お
き
ま
し
て
も
、
本
市
の
行
政
、
経
済
、
社
会
、
教
育
、
文
化
等
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
お
け
る
進
展
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。 

 



 
こ
の
「
鹿
児
島
市
史
」
は
、
市
制
百
周
年
を
迎
え
た
の
を
機
に
、
先
に
刊
行
い
た
し
ま
し
た

「
鹿
児
島
市
史(

全
三
巻)

」
の
第
Ⅳ
巻
と
し
て
、
昭
和
四
十
二
年
以
降
、
約
二
十
年
間
の
本
市

発
展
の
軌
跡
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

鹿
児
島
市
制
第
二
世
紀
へ
向
け
て
の
、
力
強
い
第
一
歩
を
踏
み
出
す
に
当
た
り
、
今
一
度
本

市
発
展
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
わ
が
国
が
高
齢
化
、
高
度
技
術
・
情
報
化
、
国
際
化

社
会
へ
の
潮
流
の
な
か
に
あ
る
今
日
、
こ
れ
ら
に
対
応
し
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考

え
る
よ
す
が
と
も
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。 

 

こ
の
市
史
第
Ⅳ
巻
を
刊
行
す
る
に
あ
た
り
ま
し
て
、
執
筆
を
担
当
い
た
だ
き
ま
し
た
南
日
本

新
聞
社
、
並
び
に
監
修
を
い
た
だ
き
ま
し
た
芳
即
正
先
生
、
ま
た
各
種
の
資
料
、
写
真
等
の
ご

提
供
を
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
に
対
し
ま
し
て
、
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。 

平
成
二
年
三
月 

鹿
児
島
市
長 

赤 

崎 

義 

則



 

例 
 
 

言 
一
、
本
巻
は
前
出
の
鹿
児
島
市
史
全
三
巻
に
続
き
、
市
制
施
行
百
周
年
を
記
念
し
て
編
纂
さ
れ

た
第
Ⅳ
巻
で
あ
る
。 

一
、
本
巻
は
主
に
昭
和
四
十
二
年
四
月
二
十
九
日
の
谷
山
市
と
の
合
併
以
降
の
約
二
十
年
間
の

本
市
の
歴
史
で
あ
る
。
た
だ
し
各
編
に
よ
っ
て
は
多
少
の
相
違
も
あ
る
。 

年
表
は
第
Ⅲ
巻
と
重
複
す
る
た
め
四
十
四
年
以
降
と
し
た
。 

一
、
用
字
用
語
は
原
則
と
し
て
当
用
漢
字
と
現
代
か
な
づ
か
い
を
用
い
共
同
通
信
記
者
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
に
準
じ
た
。 

一
、
本
巻
の
背
文
字
は
鹿
児
島
市
長
赤
崎
義
則
の
揮
毫
に
よ
る
。 

一
、
本
巻
に
使
用
し
た
資
料
写
真
は
南
日
本
新
聞
社
の
全
面
的
な
協
力
に
よ
る
。 

一
、
本
巻
の
各
編
の
執
筆
は
次
の
通
り
南
日
本
新
聞
社
の
五
記
者
が
担
当
し
た
。 

第
一
編 

行
政 

江
田
峯
生 

第
二
編 

経
済 

第
一
、
二
、
五
章 

中
野
惇
夫 

 
 

同 

第
三
、
四
章 

吉
元
盛
秋 

第
三
編 
社
会 

富
田
好
納 

第
四
編 

教
育 

第
五

編 

文
化 

久
保
光
男 

  



 



 
 



 



 



 



 



 



 



 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
Ⅰ 
地
方
自
治
の
変
遷 

 
 

新

市

発

足 
合
併
当
時
の
市
政 

 
昭
和
五
十
年
代
前
半
の
市
政 

 

昭
和
五
十
年
代
後
半
の
市
政 

 

昭
和
六
十
年
代
の
市
政 

 

昭
和
か
ら
平
成
へ 

 
 

 

市
制
施
行
百
周
年
記
念
事
業 

 
 

Ⅱ 

行
政
機
構
の
変
遷 

 
 
 
 

 

市

長 

助
役
・
収
入
役 

 
 

市
庁
舎
の
変
遷 

 
 

第
一
編 

政 
   

治 

鹿

児

島

市

史 
 

Ⅳ 

目 

次 

一 一 一 四 七 九 

一
一 

一
五 

一
六 

二
一 

二
一 

二
五 

二
八 

第
一
章 

行      

政 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

行
政
委
員
会 

機
構
と
職
員 

Ⅲ 

市
民
の
シ
ン
ボ
ル 

市

紋

章 

市

旗 

市

民

憲

章 
都

市

像 
市

民

歌 

市
の
木
と
市
の
花 

名

誉

市

民 

Ⅳ 

国

際

交

流 

パ
ー
ス
市
と
姉
妹
都
市
盟
約 

長
沙
市
と
友
好
都
市
締
結 

Ⅴ 

国

内

交

流 

山
形
県
鶴
岡
市
と
兄
弟
都
市
盟
約 

薩
摩
義
士
ゆ
か
り
の
交
流 

三
〇 

三
二 

三
九 

三
九 

三
九 

四
〇 

四
一 

四
三 

四
五 

四
五 

四
六 

四
八 

四
九 

五
一 

五
一 

五
二 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

Ⅰ 

合
併
後
の
市
財
政 

歳
入
の
移
り
変
わ
り 

歳
出
の
移
り
変
わ
り 

 

基

金 
Ⅱ 
特
別
会
計
と
企
業
会
計 

特
別
会
計
の
推
移 

企
業
会
計
の
推
移 

市
有
財
産
と
市
債 

五
三 

五
三 

五
八 

七
八 

九
九 

一
〇
〇 

一
〇
〇 

一
一
四 

一
二
五 

一
三
四 

一
三
四 

一
三
四 

一
三
五 

一
三
六 

一
三
七 

一
三
七 

第
二
章 

財      

政 

 
 

 

Ⅰ 

市

議

会

の

沿

革 

定

数 

会

派 

常

任

委

員

会 

特

別

委

員

会 

議
会
運
営
委
員
会 

第
三
章 

議
会
・
選
挙 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市
議
会
事
務
局 

会
議
規
則
な
ど 

Ⅱ 

議

会

の

活

動 

市
議
会
の
審
議
状
況 

Ⅲ 
役

員 

歴

代

議

長 
歴

代

副

議

長 
議
会
選
出
役
職 

Ⅳ 

選

挙

概

観 

市
議
会
議
員
の
選
挙 

県
議
会
議
員
の
選
挙 

国

会

議

員

選

挙 

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査 

市

長

選

挙 

知

事

選

挙 

農
業
委
員
会
委
員
選
挙 

そ
の
他
の
選
挙 

一
三
八 

一
三
八 

一
三
九 

一
四
〇 

一
四
四 

一
四
四 

一
四
五 

一
四
七 

一
四
七 

一
四
八 

一
五
四 

一
五
五 

一
五
七 

一
五
八 

一
六
一 

一
六
二 

一
六
二 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

Ⅰ 

消          

防 

組

織

の

変

遷 

予
防
意
識
の
高
揚 

Ⅱ 

警          

察 

三
署
体
制
の
確
立 

Ⅲ 

海

上

保

安 

Ⅳ 

自

衛

隊 

一
六
三 

一
六
三 

一
六
六 

一
六
七 

一
六
八 

一
七
〇 

一
七
一 

第
四
章 

保      

安 

 
 

 

Ⅰ 

高
度
成
長
か
ら
安
定
成
長
へ 

Ⅱ 

経

済

大

国

と

国

際

化 

Ⅲ 

五
十
三
万
都
市
の
形
成 

第
一
章 

総       
説 

第
二
編 

経 
   

済 

第
二
章 

第
一
次
産
業 

Ⅰ 

農         

業 

一
七
三 

一
七
三 

一
八
四 

一
九
二 

二
〇
六 

二
〇
六 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

農
基
法
農
政
か
ら
総
合
農
政
へ 

農
家
戸
数
と
農
家
人
口 

農

家

所

得 

農

地 

農

業

生

産 

近
郊
農
業
の
形
成 

農

協

合

併 

Ⅱ 

漁 
 
 
 
 

業 

Ⅲ 

林 
 
 
 
 

業 

二
〇
六 

二
〇
八 

二
一
一 

二
一
五 

二
二
四 

二
三
七 

二
四
七 

二
五
四 

二
六
七 

二
七
四 

二
七
四 

二
七
四 

二
九
三 

三
〇
二 

三
〇
六 

三
二
五 

三
二
五 

 
 

 

Ⅰ 

工 
 
 
 
 

業 

工

業

の

躍

進 

臨
海
工
業
地
帯
の
造
成 

県

工

業

統

計 

市
の
製
造
業
者
の
実
態 

Ⅱ 

建

設

業 

事

業

所

数

は

倍

増 

第
三
章 

第
二
次
産
業 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅲ 

鉱 
 
 
 
 

業 

錫
山
鉱
山
の
閉
山 

Ⅳ 

特

産

品 

地
場
産
業
の
育
成 

三
二
八 

三
二
八 

三
三
二 

三
三
二 

三
五
〇 

三
五
〇 

三
五
〇 

三
六
一 

三
七
〇 

三
九
二 

四
〇
二 

四
二
六 

四
二
六 

四
三
五 

四
三
九 

四
四
五 

四
四
五 

 
 

 
Ⅰ 
商 

 
 
 
 

業 
商

業

の

動

向 
卸

売

業

の

実

態 

小

売

業

の

実

態 

百

貨

店 

飲

食

店

の

実

態 

Ⅱ 

経

済

団

体 

鹿

児

島

商

工

会

議

所 

鹿

児

島

青

年

会

議

所 

鹿
児
島
市
商
店
街
連
合
会 

Ⅲ 

サ

ー

ビ

ス

業 

広

が

る

業

種 

第
四
章 

第
三
次
産
業 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅳ 

金

融 

増
え
る
金
融
機
関 

Ⅴ 

観

光 

し
ぼ
ん
だ
ブ
ー
ム 

豊
か
な
観
光
資
源 

大
型
化
す
る
宿
泊
施
設 

観

光

行

政 
Ⅵ 
交

通 
膨

ら

む

都

市

交

通 
市

交

通

局

の

再

建 

陸

上

交

通

の

盛

衰 

高
速
化
す
る
海
上
交
通 

空

港

の

移

転 

Ⅶ 

通

信 

電

話

網

の

発

達 

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
の
発
達 

郵

便 

Ⅷ 

電

気

・

ガ

ス 

電

気

事

業

の

発

達 

ガ

ス

事

業

の

復

興 

四
七
五 

四
七
五 

四
八
八 

四
八
八 

五
〇
三 

五
一
二 

五
一
四 

五
二
一 

五
二
一 

五
二
二 

五
三
八 

五
五
三 

五
六
一 

五
六
八 

五
六
八 

五
七
四 

五
七
五 

五
八
六 

五
八
六

五
九
四 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

Ⅰ 

ト
ラ
ッ
ク
輸
送 

Ⅱ 

海

運 

Ⅲ 

生

鮮

食

料

品 

五
九
九 

六
〇
〇 

六
〇
四 

六
二
三 

第
五
章 

物      

流 

第
一
章 
社

会

福

祉 

第
三
編 

社 
   

会 

六
三
七 

六
三
七 

六
三
七 

六
三
八 

六
四
〇 

六
四
〇 

六
四
三 

六
四
四 

六
四
五 

六
四
五 

 
 

 

Ⅰ 

昭
和
四
十
年
代
以
降
の
社
会
福
祉 

社
会
福
祉
関
係
法
規
等
の
整
備 

福

祉

予

算

の

増

大 

鹿
児
島
市
の
行
政
機
構 

施

設

な

ど

の

充

実 

民
生
委
員
・
児
童
委
員 

外

郭

団

体 

Ⅱ 

生

活

保

護 

生

活

保

護

の

理

念 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
四
六 

六
四
九 

六
五
〇 

六
五
一 

六
五
二 

六
五
二 

六
五
二 

六
五
三 

六
五
三 

六
五
六 

六
五
六 

六
五
七 

六
五
七 

六
五
七 

六
五
八 

六
五
九 

六
五
九 

六
六
〇 

六
六
一 

扶

助

の

現

状 

施

設 

災

害

救

助 

中
国
か
ら
の
帰
国
者
援
助 

Ⅲ 

児
童
福
祉
・
婦
人 

助

産

施

設 

乳

児

院 

母

子

寮 
保

育

所 

養

護

施

設 

精

神

薄

弱

児

施

設 

児

童

館

の

建

設 

ち

び

っ

こ

広

場 

児

童

育

成

ク

ラ

ブ 

手
当
等
の
給
付
と
貸
し
付
け 

相

談

業

務

ほ

か 

婦

人 

Ⅳ 

身
体
障
害
者
福
祉 

施
設
面
で
の
整
備
・
充
実 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

身

体

障

害

者

環

境

改

善 

制

度

面

の

充

実 

さ

ま

ざ

ま

な

手

当 

自
立
を
目
指
す
障
害
者 

国

際

障

害

者

年 
Ⅴ 
高

齢

者

福

祉 

高

齢

化

の

現

状 
施

設

の

整

備

充

実 

経

済

面

で

の

援

助 

高

齢

者

医

療 

敬

老

精

神

の

高

揚 

生

き

が

い

対

策 

 

六
六
二 

六
六
三 

六
六
五 

六
六
六 

六
六
七 

六
六
八 

六
六
八 

六
六
九 

六
七
〇 

六
七
一 

六
七
二 

六
七
三 

六
七
八 

六
七
八 

六
八
〇 

六
八
四 

六
八
九 

 
 

 

Ⅰ 

医

療

制

度 

医

療

費

の

増

大 

医

療

関

係

団

体 

Ⅱ 

医
療
機
関
な
ど 

第
二
章 

保

健

衛

生 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

病

院

の

近

代

化 
 

 

診

療

施

設

の

状

況 

歯
学
部
の
開
設
と
歯
科
診
療
の
現
状 

看
護
婦
等
の
養
成
機
関 

保

健

所 

Ⅲ 

保
健
予
防
衛
生 

伝

染

病 

母

子

衛

生

・

精
神
保

健 
公

衆

衛

生 

Ⅳ 

環
境
衛
生
お
よ
び
清
掃 

ソ
族
・
昆
虫
等
の
駆
除
事
業 

清

掃

事

業 

し

尿

処

理 

Ⅴ 

公

共

下

水

道 

昭
和
三
十
年
代
ま
で
の
公
共
下
水
道 

昭
和
四
十
年
代
以
降
の
公
共
下
水
道 

Ⅵ 

火

葬

場

・

墓

地 

火

葬

場 

墓

地 

六
八
九 

六
九
五 

六
九
六 

六
九
七 

六
九
九 

七
〇
〇 

七
〇
〇 

七
〇
三 

七
〇
五 

七
〇
八 

七
〇
八 

七
〇
九 

七
一
一 

七
一
三 

七
一
三 

七
一
三 

七
一
七 

七
一
七 

七
一
八 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅶ 

公

害

防

止 

公
害
防
止
行
政
の
歩
み 

鹿
児
島
県
の
公
害
行
政 

鹿
児
島
市
の
公
害
行
政 

鹿
児
島
市
の
公
害
苦
情
処
理
状
況 

水
質
汚
濁
の
現
状
と
対
策 

七
二
一 

七
二
一 

七
二
一 

七
二
二 

七
二
五 

七
二
八 

七
三
三 

七
三
三 

七
三
三 

七
三
四 

七
三
六 

七
三
七 

七
四
〇 

七
四
二 

七
四
二 

七
四
八 

七
五
〇 

 
 

 

Ⅰ 

労
働
行
政
・
情
勢 

労

働

対

策

の

充

実 

週

休

二

日

制

の

実

施 

賃

金 

鹿
児
島
県
・
鹿
児
島
市
の
労
働
情
勢 

労
働
戦
線
統
一
へ
の
動
き 

Ⅱ 

労

働

争

議 

春

闘 

一

時

金

闘

争 

国
鉄
の
民
営
化
と
組
合
の
動
き 

第
三
章 
労

働 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
他
の
主
な
労
働
争
議 

反

戦

・

平

和

運

動 

七
五
二 

七
五
五 

七
五
七 

七
五
七 

七
五
七 

七
六
一 

七
六
二 

七
六
二 

七
六
三 

七
六
三 

七
六
六 

七
六
八 

七
七
〇 

七
七
二 

七
七
六 

七
七
九 

七
七
九 

 
 

 

Ⅰ 

水

道

事

業 

上

水

道 

施

設

の

整

備 

上
水
道
普
及
率
の
向
上 

簡

易

水

道

ほ

か 

Ⅱ 

都

市

計

画 

都
市
計
画
の
基
本
理
念 

公

園

・

緑

地 

市

街

地

開

発 

旧

市

街

地

の

再

開

発 

土

地

区

画

整

理

事

業 

住

居

表

示 

Ⅲ 

住

宅

対

策 

住

宅

供

給 

第
四
章 

公

共

事

業

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鹿
児
島
市
の
住
宅
概
況 

Ⅳ 

港

湾

・

空

港 

港

湾 

空

港 

Ⅴ 

そ
の
他
の
土
木
事
業 

道

路

網

の

整

備 

橋 

七
八
二 

七
八
四 

七
八
四 

七
八
七 

七
八
七 

七
八
七 

七
九
二 

七
九
六 

七
九
六 

七
九
八 

七
九
八 

八
〇
一 

八
〇
一 

八
〇
五 

八
〇
八 

八
〇
九 

八
一
〇 

 
 

 

Ⅰ 

台

風 

Ⅱ 

集

中

豪

雨 

災
害
を
繰
り
返
す
シ
ラ
ス
土
壌 

Ⅲ 

桜

島 

活
動
の
活
発
化
と
被
害 

降

灰

・

噴

石

対

策 

土

石

流

対

策 

研
究
・
観
測
体
制
と
警
戒
、
避
難 

鹿
児
島
市
で
国
際
火
山
会
議 

第
五
章 
災

害 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八
一
一 

八
一
一 

八
一
二 

八
一
五 

八
一
八 

八
一
八 

八
一
九 

八
二
六 

八
二
九 

八
三
二 

八
三
二 

八
三
三 

第
一
章 

学

校

教

育 

第
六
章 

市

民

生

活 

第
四
編 

教 
    

育 

Ⅰ 

幼
児
教
育
・
初
等
教
育 

Ⅱ 

中

等

教

育 

 
 

 

Ⅳ 

火

災 

火

災

発

生

件

数 

消
防
力
の
整
備
・
充
実 

Ⅴ 

防

災 

 
 

 
Ⅰ 
市

域

の

変

遷 

Ⅱ 

人

口 
労
働
力
と
産
業
別
就
業
人
口 

男

女

別

の

配

偶

関

係 

Ⅲ 

治

安 

犯

罪 

交

通

事

故 

八
三
五 

八
三
八 

八
六
九 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八
八
一 

八
八
六 

八
九
八 

九
〇
一 

九
一
九 

九
一
九 

九
二
九 

第
一
章 

文

化 

第
二
章 

社

会

教

育 
第
五
編 

文 
    

化 

 
 

 

Ⅲ 

特

殊

教

育 

Ⅳ 

高

等

教

育 

Ⅴ 

専
修
学
校
・
各
種
学
校 

九
三
九 

九
三
九 

九
三
九 

九
四
〇 

九
四
二 

九
四
二 

九
四
三 

第
三
章 

体

育 
 
 

 
Ⅰ 
学

校

体

育 

Ⅱ 

社

会

体

育 

 
 

 

Ⅰ 

文

芸 

短

歌 

俳

句 

薩

摩

狂

句 

川

柳 

詩 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小

説 

Ⅱ 

美

術 

洋

画

・

日

本

画 

工

芸 

書

道 

写

真 
Ⅲ 
音

楽 
洋

楽 

邦

楽 

Ⅳ 

芸

能 

演

劇 

洋

舞 

日

本

舞

踊 

茶

道 

華

道 

映

画 

九
四
四 

九
四
六 

九
四
六 

九
四
七 

九
四
八 

九
四
九 

九
五
〇 

九
五
〇 

九
五
三 

九
五
四 

九
五
四 

九
五
六 

九
五
七 

九
五
七 

九
五
八 

九
五
八 

九
六
一 

第
二
章 

文

化

財 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ⅰ 

新

聞 

南

日

本

新

聞 

鹿

児

島

新

報 

Ⅱ 

放

送 
日

本

放

送

協

会
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
） 

南

日

本

放

送
（
Ｍ
Ｂ
Ｃ
） 

鹿
児
島
テ
レ
ビ
放
送
（
Ｋ
Ｔ
Ｓ
） 

鹿

児

島

放

送
（
Ｋ
Ｋ
Ｂ
） 

民
放
テ
レ
ビ
第
四
局
化 

Ⅲ 

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア 

 

九
六
一 

九
七
一 

九
七
八 

九
七
八 

九
七
八 

九
八
〇 

九
八
一 

九
八
一 

九
八
二 

九
八
三 

九
八
五 

九
八
六 

九
八
七 

九
八
九 

九
八
九 

九
九
〇 

第
四
章 

宗

教 

 
 

 

Ⅰ 

文

化

財

行

政 

Ⅱ 

文

化

財

保

護 

第
三
章 

新
聞
・
放
送 

 
 

 

Ⅰ 

神

道

と

神

社 

Ⅱ 

仏

教

と

寺

院 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

九
九
二 

九
九
三 

九
九
四 

 
 

 

Ⅲ 

キ

リ

ス

ト

教 

Ⅳ 

諸

教 

付
・
年 
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